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市政だよ υ
人口の動き 法律相談日

11月1日現在前月比 12月16日(木〉
人口 57，064+25 11 

11 9時30分"-'15時
男 27，529+ 4 11 
女 29，535 +21 11市役所市民相談室

世帯数14.732+30 11 :お気軽にどうぞ
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空港予定地箕島の遠景

協定書に署名する久保知事 | 立会人として押印する松本市長 | 協定書に署名する岩崎組合長代行

新大村空港
..~..司咽・ー・・_..咽・・“ー・・ー・・唱・ー・・咽-・・-..咽咽~..咽・・Þ..~..司

漁業補償に調印
49年3月開港予定

新大村空港建設にともなう大村市漁協(岩崎鶴

雄組合長代行)と県の漁業補償が解決し、 11月15

日中央公民館で協定書の調印式が行なわれまし

fこ。

新空港は、箕島の東組IJ海上を埋めたて、滑走路

2，500メートノレ、ボーイング727など大型ジェッ卜

旅客機が離着陸できるわが国最初の海上空港で、

各方面の注目を集めています。

総工費125億円あまり、空港へは橋もかけられ

て、やがては大村の名所として全国にもその名が

知れわたるととでしょう。
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/隆文社印刷所
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市政だより

工
事
費
約
一

一
億
円

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

工
事
が
始
ま
っ
た
東
浦
漁
港

年
末
年
始
の

口
H

4
l
ム
日パ
寸

iロu
寸
l
ム

吋
E
ム

円
凡q白

4
1ム

交
通
が
混
雑
し
、
し
か
も
飲
酒

運
転
が
行
な
わ
れ
や
す
い
年
末
、

年
始
に
、
県
民
の
総
力
を
あ
げ
て

飲
酒
運
転
を
な
く
そ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

み
な
さ
ん
ど
協
力
を
お
願
い
し

飲
酒
運
転
追
放

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

待
ち
遠
し
か

っ
た
東
浦
漁
港

の
海
岸
保
全
工

事
は
十
一
月
十

一
日
起
工
式
を

終
え
、
い
よ
い

よ
工
事
に
と
り

か
か
り
ま
し
た

工
費
約
二
億

円
で
三
カ
年

計
画
、
延
長

五
百
五
十
メ

ー
ト
ル
、
平

均
幅
十
メ
ー

ト
ル
に
わ
た

っ
て
埋
め
立

て
消
防
車
も

通
る
よ
う
に

な
り
台
風

の
心
配
も

な
く
な
り

ま
す
。

公
共
施
設
と
の
境
界
は

は

っ

き

り

と

最
近
、
宅
地
の
造
成
、
農
地
な

ど
の
埋
立
工
事
、
不
動
産
の
売
買

や
建
築
申
請
な
ど
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
が
、
道
路
、
水
路
、
河
川

公
園
、
住
宅
な
ど
の
公
共
施
設
と

の
境
界
を
明
確

に
し
な
い
ま
ま

処
理
さ
れ
て
い

る
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
後
日

ー
年
末
の
大
そ
う
じ
を
し
ま
し
ょ
う
l

今
年
最
後
の
町
内
い
っ
せ
い
大
こ
ぞ
っ
て
清
掃
を
行
な
い
、
美
し

そ
う
じ
を
十
二
月
一
日
か
ら
十
二
い
環
境
で
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し

日
ま
で
実
施
し
ま
す
。
ょ
う
。
ま
た
あ
き
地
や
海
岸
線
な

家
庭
内
の
清
掃
の
ほ
か
、

周
囲
ど
に
多
量
の
不
燃
物
を
捨
て
ら
れ
イ

に
散
乱
し
て
い
る
廃
品
の
処
分
も
て
お
り
ま
す
。
み
ん
な
で
注
意
…

し

て

く

だ

さ

い

。

し

、

明

る

く

健

康

な

都

市

づ

く

り

一

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
町
内
が
の
た
め
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

師
走
の
ま
ち

に
乙
と
し
も
歳

末
た
す
け
あ
い

運
動
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
乙
の

歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
も
二
十

ま
す
。

④
家
庭
か
ら
の
飲
酒
運
転
追
放

@
地
域
、
職
場
か
ら
の
飲
酒
運
転

追
放

④
酒
類
提
供
業
者
の
か
た
は
、
運

転
す
る
人
に
、
酒
を
の
ま
せ
な

い
こ
と
。

⑥ 

さ

な

親

一
回
を
迎
え
、
み
な
さ
ん
の
暖
か

い
支
援
の
も
と
に
目
標
を
突
破
し

配
分
も
市
内
の
不
遇
な
人
び
と
に

贈
ら
れ
ま
す
「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て

明
る
い
正
月
を
」
乙
と
し
も
み
ん

な
で
た
す
け
あ
い
ま
し
ょ
う
。

師
走
の
ま
ち
か
ら

火
事
を
出
す
ま
い

あ
わ
た
だ
し
い
師
走
と
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
あ
な
た
の
生
活
に

。
い
ま
燃
え
よ
う
と
し
て
い
る
火

|切

で

明

る

関
係
者
み
な

さ
ん
の
ご
協
力

.

に

よ

り

新

大

村

が
あ
る
。
火
災
予
防
運
動
に
引
き
一
空
港
も
ま
も
な
く
着
工
す
る
こ
と

続
き
消
防
署
は
歳
末
警
戒
に
は
い
一
に
な
り
ま
し
た
。
九
州
横
断
自
動

り
汐
火
災
撲
滅
。
に
努
力
し
て
い
-
車
道
の
計
画
も
進
め
ら
れ
、
県
の

ま
す
。
今
年
は
四
十
日
早
く
火
災
一
中
央
に
あ
る
大
村
市
が
名
実
と
も

発
生
件
数
が
最
高
の
四
十
二
件
と
一
に
交
通
の
要
衝

三
三一

3
完
全
主

タ
イ
記
録
に
な
り
ま
し
た
O

(

十
一
と
し
て
脚
光
を

~…
一
王
室
町
一

一
月
二
十
日
現
在
)
家
族
ぐ
る
み

一
あ
び
る
日
も
近

ぷ
話
刊
誌
必

で
火
災
か
ら
わ
が
家
を
守
り
ま
し
一
ま
っ
て
き
ま
し

三
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派

ハ

ょ
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昨
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結
果
内
閣
総
理
大
臣
賞
が
援
与
さ
一

れ
ま
し
た
。
記
入
者
の
み
な
さ
ん
一
す
の
で
、
次
の
か
た
が
た
へ
ハ
ガ

一
キ
陳
情
を
お
願
い
し
ま
す
運
輸
大

調
査
員
、
指
導
員
の
み
な
さ
ん
ほ
一
一
臣
丹
羽
喬
四
郎
(
東
京
都
千
代

ん
と
う
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

12月 1 日 ~25 日

ぃ

・ま

づ

ち

境
界
立
会
を
要
望
さ
れ
る
の
で
、

境
界
設
定
が
非
常
に
困
難
と
な
っ

て
い
ま
す
。
お
互
い
に
後
日
問
題

を
残
さ
な
い
た
め
、
隣
接
地
に
公

共
施
設

(
道
路
、
水
路
、
河
川
、

公
園
、
住
宅
)
な
ど
が
あ
る
場
合

は
事
前
に
境
界
立
会
申
請
を
し
て

境
界
設
定
を
し
て
く
だ
さ
い
(
申

請
書
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、
土
木
課
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あ
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す
)
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⑥
J

選

挙

管

理

委

員

が

変

わ

り

ま

し

た

委
員
長
中
村
伊
佐
市
(
中
諏
訪
)

委
員
長
代
理
西
村
義
準
(
上
小
路
)

委
員
松
尾
武
(
大
川
田
町
〉

委
員
福
島
房
一
(
梶
の
尾
)

明
る
く
正
し
い
選
挙
推

進
協
議
会
の
役
員
が
変

わ
り
・
ま
し
た

会
長

4

上
野
諦
信
(
中
里
郷
)

副
会
長
小
松
初
子
(
前
舟
津
)

副
会
長

与
崎
喜
市

(前
舟
津
)

引
揚
者
特
別
交
付
金

国
庫
債
券
を
買
い
上
げ

市政だより

次
の
と
お
り
国
庫
債
券
買
上
償

還
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
か
た
は
早

め
に
市
社
会
課
へ
申
し
込
み
く
だ

健

康

で

さ
い
。

買
上
条
件
生
活
保
護
法
に
よ
り

保
護
を
受
け
て
い
る
者
、
ま
た
は

現
に
保
護
を
受
け
て
い
な
い
が
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
者
。

買
上
限
度
額
一
記
名
者
に
つ
い

て
十
二
万
円
以
内

買
上
価
格

賦
札
六
枚
分
の
別
表

価
格
と
す
る
。

申
し
込
み
期
限
十
二
月
二
十
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
買
上

申
請
が
資
金
の
わ
く
に
達
し
た
と

き
は
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

新
年
名
刺
交
換
会

昭
和
四
十
七
年
一
月
二
日

午
前
十
一
時

場

所

市

民

会
館

会
費
三
百
五
十
円

申
し
込
み
十
二
月
十
日
ま
で
に

市
役
所
総
務
課
へ

日
時引

揚
者
特
別
交
付
金

国
庫
債
券
で
生
業
資
金

を
貸
付

次
の
と
お
り
生
業
資
金
の
借
入

金
表
一額

1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

付
額
一と
一
日

m
m叩
羽

m
m叩
叩
刊

m
m
m叩
別
叩
日
間
叩
間

交
上
て
一
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i
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仏

L
ι
h
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L
1
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ι
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1
1
1
1
1
2
2
2
3
3
4
5
5
5
7
8

特
券
一
副

可
1

1

1

1

1

1

1

I

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

-

-

-

者
債
詰
一
引

7
0
4
0
1
8
0
5
0
2
0
0
0
7
0
0
2
9
0
0

撮
庫
一
出
一

1
1
2
2
2
3
3
4
4
5
6
7
7
叩
日
日
日
四
日

引
国
一
如一

(3) 

文

化

的

な

市

民

の

ぎ
‘

金
表
一
額

1
2
0
4
0
8
8
0
0
0
2
0
0
0
2
0
0
2
4
0
0

付
額
一
寸
一
何

mmη
m
m
m旧
制
的
羽
目
白
羽
的
判
的
別
叩
間

交
付
一

J
1
ι
ι
L
n
h
q山
ι
U
L
ι
ι
ι
ι
1
0
h
q山
ι
1
1
1

別
貸
一
貸
一

1
1
1
1
1
2
2
2
3
3
4

特
券
面
干
1

1

1

1

1

1

-

-

-

1

1

1

1

1

1

1

1

I

l

l

i

-

-

者
債
量
一
引
7
0
4
0
1
8
0
5
0
2
0
0
0
7
0
0
2
9
0
0

援
庫
一信
一

1
1
2
2
2
3
3
4
4
5
6
7
7
日
日
日
日
日
刊

引
国
一刻
一

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で

ど
希
望
の
か
た
は
早
め
に
市
社
会

課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

貸
付
限
度
額
一
記
名
者
に
つ
い

て
十
五
万
円
以
内

貸
付
額

賦
札
六
枚
分
の
別
表
価

格
と
す
る
。

申
し
込
み
期
限
十
二
月
二
十
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
貸
付
申

請
が
資
金
の
わ
く
に
達
し
た
と
き

は
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

し
い
た
け
栽
培
講
習
会

し
い
た
け
栽
培
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
が
、
栽
培
者
に
技
術
を
習

得
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
に
よ

り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
十
二
月
九
日
(
木
)

午
前
九
時
野
田
公
民
館

午
後
一
時
中
岳
公
民
館

十
二
月
十
日
(
金
)

午
前
九
時
東
大
村
婦
人
ホ

l

ム

午
後
一
時
平
小
川
公
民
館

講

師

県

林

務

課

技

師

携
行
品
筆
記
用
具

第
十
ニ
田

市

民

音

楽

祭

日
時

十
二
月
五
日
(
日
)

午
後
一
時
間
演

大
村
市
民
会
館

場
所火

災
消
火
協
力
者
ヘ

感
謝
状
を
贈
呈

十
月
十
一
日
上
小
路
で
発
生
し

た
火
災
の
さ
い
、
発
見
と
同
時
に

消
防
署
へ
通
報
し
、
消
火
に
あ
た

っ
た
次
の
か
た
が
た
へ
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た。

高
木
英
夫
さ
ん
夫
妻

浦
正
喜
さ
ん
夫
妻

竹
森
作
一
さ
ん

川
上
俊
司
さ
ん

造
林
申
請
受
付
中

昭
和
田
十
六
年
度
下
半
期
造
林

申
請
を
次
の
と
お
り
受
付
中
で
す

な
お
申
請
の
際
は
山
林
の
字
、

地
番
、
実
面
積
、
植
付
本
数
を
申

し
出
、
印
鑑
持
参
の
う
え
苗
木
予

納
金

一
本
当
た
り
三
円
以
上
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

ち

(
大
村
市
の
都
市
像
設
営

日

程

は

つ

ぎ

の

と

お

り

吟

三

一一一一一三三三三一一-一三
EE--
三三三一一三三

十
二
月
十
日
は
「
人
権
デ
l
」

川

十
二
月
六
日

十

時

i
十
一
時

川
で
す
。

四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一

川

松
原
出
張
所

川
週
間
を
「
人
権
週
間
L

と
し
て
人
川

十
二
月
六
日
十
三
時

i
十
四
時
川
川
権
意
識
の
高
揚
を
は
か
る
た
め
各

川

福
重
出
張
所

川
種
の
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

ー

十
二
月
七
日
十
時
J
十
一
時

わ
れ
わ
れ
は
社
会
に
お
い
て
個
川

鈴
田
出
張
所

川
人
の
尊
厳
を
維
持
し
、
生
き
る
た

川

十
二
月
七
日
十
三
時

t
十
四
時
川
川
め
の
基
本
的
諸
条
件
が
あ
り
、
乙

川

三

浦

出

張

所

山

山川
の
基
本
的
諸
条
件
が
社
会
に
お
い

川

十
二
月
八
日
十
時
l
十

二

時

川
川
て
認
め
ら
れ
た
も
の
が
基
本
的
人
川

萱
瀬
出
張
所

山

川

川
権
で
す
か
ら
こ
の
人
権
を
お
互
い

川

森
林
組
合
で
も
受
け
付
け
中
で
す

山

川

川
が
守
り
、

明
る
い
社
会
を
作
り
ま

川

異

常

の

あ

る

か

た

は

川
し
よ
う
。

川

早
く
治
療
を

一
一

人

権

週

間

一

一

十
月
に
実
施
し
ま
し
た
結
核
健
川

M
I
l
l
i
-
-
-
川

川

私

た
ち
の
身
近
に
こ
れ
ら
の
権

川

慶

診

断

の

結

果

が

わ

か

り

ま

し

た

川

山

川
利
を
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ
る
お
川

異
常
の
あ
る
か
た
に
対
し
て
は
山

;

川

そ

れ

の
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

川

本
人
あ
て
通
知
を
い
た
じ
て
お
り
川
川
地
元
の
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
、
川

ま

す

。

川

川
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
川

通
知
が
な
か
っ
た
か
た
は
異
常
川

人

権

擁

護

委

員

川

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
川
川
藤
戸
三
郎
一
番
地
(
琴
浜
町
)
川

川
姉
川
浄

弘

川

な
お
、
異
常
が
あ
ら
れ
る
か
た
山
武
部
郷
四

O
九
(
小
佐
古
)
川

は
一
日
も
早
く
治
療
を
受
け
ら
れ
山
谷
川
小
夜
松
山
郷
一
八
九
川

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
…
な
お
、
人
権
週
間
の
特
設
人
権
川

川
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

水

道

工

事

で

山
日
時
十
二
月
六
日
(
月
)
午
前
十

…

通

行

止

め

川

時

か

ら

午

後

三

時

ま

で

川

川
場
所
大
村
市
役
所
松
原
出
張
所
川

松
原
、
福
童
、
沖
田
地
区
の
配
川
川
担
当
者
法
務
局
、
人
権
擁
護
委
川

水
管
工
事
の
た
め
一
部
通
行
止
を
川

し
ま
す
の
で
ど
協
力
く
だ
さ
い
。
山
一
-
E
E
---三一-三三一三一
--EE
--=
一一三三三一一三一
EE--=
三一言
耐
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(4) 

十

二

月

の

妊
婦
及
び
乳
幼
児
検
診

市政だより

実施日 実施場所 実施時間

3日 萱瀬出張所 9: 30-11: 00 

8日 三浦出張所 9:30"-'11:00 

10日 竹松出張所 193:1300~~1115:100 0 

15日 松原出張所 9:30-11:00 

16日 鈴田出張所 13:30-15:00 

21日 福重出張所 9:RO-11:00 

不
用
品
の
公
売

日
時

十
二
月
七
日
(
火
)

午
前
十
時
か
ら
午
前
十

時
ま
で

場
所

市
役
所
裏
庭

10日・16日は乳幼児検診のみ

公
売
物
件
消
防
自
動
車

一

台

金

庫

三

台

手

さ

げ

金

庫

一

個

バ

イ

ク

百

二

十

五

∞

一

台

バ

イ

ク

九

十

∞

二

台

煙
霧
消
毒
機

一
台

冷
蔵
庫

一
台

長

い

す

二

脚

木

製

机

六

脚

い

す

八

脚

入
札
保
証
金

入
札
金
額
の
百
分

の
五
以
上

く
わ
し
く
は
会
計
課
用
度
係
へ

チ
ャ
リ
テ
ィ

l

う
た
声
ユ

l
ス

み
ん
な
で
歌
う
「
第
二
回
チ
ャ

リ
テ
ィ

l
う
た
声
ユ
1
ス
」
が
開

催
容
れ
ま
す
。

会
費
の
純
利
益
は

歳
末
助
け
合
い
運
動
へ
寄
贈
さ
れ

ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
十
二
月
十
三
日
(
月
)

日|診療科目 |医 院 名 |所在地 |電話

内 科 近藤 医院 武部 2527 
皮膚科 佐伯 医院 武部 4330 
内科 松永医 院 乾馬場 2943 
内科・外科 原 医院 竹松 8427 

産 婦 人科 長野病 院 東三城 2107 

12 
眼 科 岩 崎医院 本町 3435 
外 科 中島医院 西三城 3875 
内 科 長崎 医院 寿古郷 8615 

玖島町 4412 

19 
整形外科松永整形 松並 4300 
内 科琴尾医院 東三城 2056 
小 児 科田川小児科 皆同 8545 

小 児科 田JII小児医院 武部 4000 

26 
整形外科 貞 松整形 東本町 2602 
内・産婦人科 朝長医 院 辻 田 3266 
内.整形外科 橋口医 院 原口 8739 

日曜当番医12月の

十
八
時
三
十
分
l
二
十

一
時

場
所

駅
通
り
「
ま
え
だ
」

二
百
五
十
円
(
ケ
l
キ
・

会
費飲
物

っ
き
)

主

催

大

村
ユ

l
ス
ク
ラ
ブ

一
昭
和
四
十
六
年
も
あ
と
わ
ず
か

↑
で
す
。

一市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
住
宅

一使
用
料
、
汚
物
手
数
料
の
納
付
は

↑
も
う
お
す
み
に
な
り
ま
し
た
で
し

一
ょ
う
か
。
と
ど
こ
お
っ
た
税
金
な

一ど
が
あ
れ
ば
完
納
し
て
、

新
し
い

年
末
の
郵
便
物
は

早

め

に

グ

小
包
は
十
五
日
。
年
賀
状
は
、

二
十
二
日
ま
で
に
、

郵
便
番
号
を

書
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
を
迎
え
ま
し

ょ
う

。

一

今
月
は
固
定
資
産
税
四
期
分
、

-

汚
物
手
数
料
三
期
分、

住
宅
使
用
一

料
十
二
月
分
の
納
期

で

す

。

一

期
限
ま
で
に
、
指
定
金
融
機
関
、

市
役
所
ま
た
は
出
張
所
に
納
め
て
一

く
だ
さ
い
。

一

税

金

な

ど

は

完

納

し

て

明
る
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
事
業
費
へ

⑨
玖
島
青
年
団

(代
表
者
、
永
田

一
富
さ
ん
)
は
ダ
ン
ス

・
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
さ
れ
た
時
の
余

剰
金
を

⑥
徳
島
県
小
松
島
市
中
筋
十
五
の

十
四
小
野
英
男
さ
ん
は
市
税
の

納
付
残
金
を

⑥
市
内
辻
田
町
五
O
五
の
和
田
マ

シ
さ
ん
は
、
亡
夫
勇
一
さ
ん
の

忌
明
け
に
あ
た
り
金
一
封
を

⑥
市
内
伊
勢
町
五
O
二
の
森
チ
ズ

さ
ん
は
亡
母
弥
永
サ
チ
さ
ん
の

忌
明
け
に
あ
た
り
金

一
封
を

⑥
佐
世
保
市
中
央
病
院
副
院
長
の

富
永
雄
幸
さ
ん
は
大
村
市
老
人

福
祉
大
会
で
講
演
さ
れ
た
時
の

謝
礼
金
を

青
年
の
つ
ど
い

交

歓

の

夕

べ

働
く
青
年
が

一
向
に
つ
ど
い
、

夢
や
悩
み
を
語
り
合
っ

て
仲
間
を

知
り
、
交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー
を
通
じ

て
親
ぼ
く
を
は
か
り
、
一
人
で
も

多
く
の
青
年
が
進
ん
で
青
年
団
体

や
グ
ル
ー
プ
活
動
に
参
加
す
る
よ

う
呼
び
か
け
る
催
し
で
す
。
多
数

さ
そ
い
合
っ
て
ど
参
加
く
だ
さ

と
き

十
二
月
九
日
(
木
)

午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で

と
こ
ろ

市
民
会
館
三
階
会
議
室

プ
ロ
グ
ラ
ム

(
懇
談
会
)

A
V
青
春
と
は

③
青
年
活
動
の
た
の
し
み
と

な
や
み

(交
歓
パ

ー
テ

ィ
ー
)

令
パ

ン
ド
演
奏
、
ダ
ン
ス

A
V
う
た
、
ゲ
ー
ム

入

場

料

無

料

た

ば

こ

は

市

内

で

買
い
ま
し
ょ
う

市
内
で
た

ば

乙
を
買
い
ま
す

と
、
一
個
(
二
十
本
入
)
で
約
十

四
円
が
市
の
収
入
と
な
り
、
昭
和

四
十
六
年
度
は
約
七
千
万
円
の
収

入
が
み
こ
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

乙
れ
が
学
校
や
道
路
な
ど
市
民
の

福
祉
増
進
の
た
め
使
わ
れ
る
乙
と

に
な
り
ま
す
。

‘ 
ノ・1
~ 

害

防

止

大
村
湾
お
よ
び
河

川
な
ど
の
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
ビ
ニ
ー
ル

最
近
、
産
業
の
進
展
、
生
活
様

式
の
高
度
化
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ビ
ニ
ー

ル
製
品
の
使
用
が
ふ
え
、

そ
の
廃
棄
物
の
処
理
が
問
題
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
乙
れ
が
大
村
湾

や
河
川
に
捨
て
ら
れ
る
と
腐
敗
変

質
し
な
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
の
長

所
が
、
そ
の
ま
ま
公
害
発
生
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

漁
具、

藻
類
な

ど
に
付
着
し
て
漁
業
生
産
を
阻
害

し
、
あ
る
い
は
船
舶
機
関
に
付
着

し
て
直
接
海
難
の
原
因
と
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
海
岸
な
ど
に
堆
積
し
て
環

境
衛
生
面
や
観
光
面
で
も
大
き
な

阻
害
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
九
月
に
施
行
さ
れ
た
「
廃

棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
で
も
、
こ
れ
ら
廃
棄
物

の
投
棄
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
罰

則
が
き
び
し
く
な
り
ま
し
た
。

生
活
環
境
の
保
全
、
公
衆
衛
生

の
向
上
を
図
る
う
え
か
ら
、
事
業

者
お
よ
び

一
般
市
民
と
も
に
、
協

力
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。
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